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～座間が行った復興支援報告～
○と　き　３月１０日（土）午前１０時～午後４時３０分
○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センター）
○内　容　東日本大震災復興支援活動報告会（午前１０時
～正午）、「座間市で災害が起こったら…」をテーマ
とした基調講演とパネルディスカッション（午後１時
～）、地域団体などの復興支援活動のパネル展示（午
前１０時～午後４時３０分）

○参加費　無料
○参加方法　当日直接同センターへ（入退場自由）
担当　 　　　　　　　　　　　　　　市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００１　5０４６（２６６）２００９

　まずは自分や家族の命を守ること。自分が
助かれば、人を助けることができます。災害
に備えて、「今」できることは何かを考えま
しょう。

ところと　き

青少年センター５月２６日（土）第１回

市公民館７月２８日（土）第２回

東地区文化センター９月２９日（土）第３回

北地区文化センター平成２５年２月１６日（土）第４回

　地域での助け合い。まずは地域を知ること。日ごろの
人と人とのコミュニケーションを大事にし、災害時に備
えましょう。

　地域住民を災害などから守る組織として消防団があります。東日本大震災で
は、被害を受けた地域の地元消防団の活躍により、数多くの被災者が避難の誘
導を受けたり、救出されたりしました。
　しかし、消防団員は全国的に減少傾向にあり、市でも欠員が生じているため
消防団員を随時募集しています。入団条件は、市内在住の１８歳以上４５歳未満の
心身ともに健康な方です。消防団は消防組織法第９条の規定に基づく組織で、
その身分は非常勤特別職の地方公務員となり、報酬と出動した場合の活動手当
が支給されます。
　皆さんも消防団員として、共に地域を守っていきませんか。詳しくは、担当
にお問い合わせください。

　大災害が発生したとき、交通網の寸断、
同時多発火災などにより、消防や警察な
どの防災機関が十分に対応できない可能
性があります。そんなとき力を発揮する
のが、「地域ぐるみの協力体制」です。
　実際に阪神・淡路大震災や東日本大震
災時には、地域住民が自発的に組織した
防災組織や地元消防団の救出・救助活動
は被害の拡大を防ぎ、その後の復旧にも
大きな力を発揮しています。

消防、警察、自衛隊によって 
救出された人 約８，０００人 

近所の住民らによって 
救出された人 約２７，０００人 

設置しましたか？住宅用火災警報器！

　住宅火災を早期に発見して逃げ遅れによる死者を減らすため、「住
宅用火災警報器」の設置が消防法によってすべての住宅に義務付けら
れました。感知器を壁や天井に取り付けることで、火災の初期に発生
する熱や煙を感知し警報音や音声により知らせるものです。設置基準
など詳しくは担当にお問い合わせください。
※消防署の職員が物品を販売することはありません。悪質な訪問販売
にご注意ください。
※住宅用火災警報器を適正に設置した場合、各保険会社の火災保険な
どの割引や助成の対象となる場合があります。詳しくは各保険会社に
お問い合わせください。

　災害発生に備え啓発・準備・整備を進めると共に、発災
時には迅速で的確な情報提供と災害対応に努めていきます。

　市は、アルファ化米（五目ごはん）を、８５，０００食、梅がゆ７，５００食、毛布１９，０００
枚などを備蓄しています。
　飲料水はボトル缶２２，０００本を備蓄しているほか、市内の一部の小・中学校や公
園１４カ所の地下には合計で約９００立方メートル貯水できる耐震性貯水槽が埋設さ
れています。平常時は水道管の一部として正常な水が滞留することなく流れ、地
震などの緊急時には流入流出管と遮断され、水の流出を防ぎ、貯水槽内の水を確
保する構造になっています。
　また、各避難所など市内５０カ所に設置している防災備蓄倉庫には、スコップや
ハンマーなど、地域の救助活動に使用できる資機材を中心に備蓄しています。

　市教育委員会では、「学校における地震・風水害対応マニュアル（暫定版）」
を作成しました。これは、大震災など災害時に児童・生徒の引き渡しに関す
る取り決めや、授業中や登下校中など場面別に発災した場合の対応を定めた
もので、市内小・中学校では、この内容に沿って地域性などを考慮した各校
独自の「学校防災計画」を作成し、子どもたちの安全を守ります。
　また、各小・中学校では、独自に地震など防災教育に努めており、子ども
たちは防災に関する知識や地震発生時の行動などを学んでいます。

担当　教育指導課　1０４６（２５２）８７３２
1０４６（２５２）４３１１
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自自自自自自自自自自自主主主主主主主主主主主防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災組組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織織ののののののののののの結結結結結結結結結結結成成成成成成成成成成成ををををををををををを

　東日本大震災においても、地域のつながりが強いほど秩序ある避難所運営が
なされていました。いざというときに地域住民が力を合わせれば「人命救助」
や「初期消火」など、一人ではできないことでも早急に対処できます。
　市では自主防災組織の結成や活動を支援しています。希望に応じて、防災関
連講話やビデオ上映のほか、防災資機材の取扱方法や応急手当などの指導を行
います。また、防災資機材の無償貸与もしています。
　まだ、自主防災組織を結成していない自治会などは、ぜひご検討ください。
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担当　消防総務課　1０４６（２５６）２２１１
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○座間市緊急情報いさまメール配信
　市内で発生した災害や火災などの情報を、携帯電話やパソコンに「電子メール」
で配信しています。的確な情報収集のためにぜひ登録をお願いしま
す。
《登録方法》　
携帯電話の場合→右の二次元バーコードを読み込んでください。
パソコンの場合→http://www.anshin-bousai.net/zama/

○音声自動応答サービス
　市では、災害などの際には防災行政無線を放送していますが、放送された内容
がよく聞こえなかった場合や、放送内容をもう一度確認したい時などに、放送と
同じ内容が確認できる音声自動応答サービスを実施しています（料金無料）。
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　市消防本部と消防団は、大規模災害を
想定し、旧日産自動車座間独身寮で救助
訓練を実施しました。
　訓練では、実際に建物を破壊し、強度・
重量・体の疲労などを体験することで、
人命救助活動が安全・確実・迅速に行え
るかの技術や知識を養うとともに、現場
の状況に応じた対応力などを身につけま
した。

広広広広広広広広広広広域域域域域域域域域域域避避避避避避避避避避避難難難難難難難難難難難場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所・・・・・・・・・・・避避避避避避避避避避避難難難難難難難難難難難所所所所所所所所所所所ののののののののののの指指指指指指指指指指指定定定定定定定定定定定

　市では、広域避難場所２３カ所、避難所３１カ所を指定しています。広域避難
場所、避難所に地域指定はしておりませんので、安全な経路をご確認の上、
お近くの広域避難場所や避難所に避難してください。
　市内の広域避難場所や避難所などを掲載した「座間市防災マップ」を改訂
し、３月から順次、市内全世帯に配布しています。配布は、配布業者（（有）
らいふ）が原則ポストに投函（マンションなどは集合ポストに投函）します
が、ポストなどが無い場合は配布員が直接訪問し、お渡しします。

　配布に関する問い合わせ先　（有）らいふ　1０４２（７６０）９３８３
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非非常常用用にに飲飲料料水水をを保保存存ししままししょょうう
　災害時などに用意する非常用飲料水の目安は一人１
日３リットルの３日分、例えば４人家族の家庭では３６
リットルです。
　水道水を保存するには、清潔なポリタンクやペットボトルにそ
のまま入れて密閉し、冷暗所で保存します。目安は、夏季３日、
冬季１０日です。煮沸や浄水器を通した後の水道水は滅菌用の塩素
が無くなっているので、保存用にはしないでください。
　ペットボトルやアルミ缶で市販されている飲料水は、保存可能
期間も長く非常用飲料水に適しています（保存期間は容器に消費
期限が印字されています）
　市では、座間の水道の原水をアルミ缶に詰めた「ざまみず」を販売しています。
「ざまみず」は１本３７５ミリリットルで製造日から３年間保存することができます。
１箱２４本入り、合計９リットルになりますので、非常用にぜひご購入ください。
○販売場所　市役所地下売店、コミュニティプラザ（ふれあい会館）内食堂、水
道料金お客様センターのほか、市内の酒店またはコンビニエンスストア（一部
販売していない店舗もあります）
○オープン価格
担当　　　　　　　　　　　　　水道経営課　1０４６（２５２）７４８０　5０４６（２５７）４１５５

防防災災・・減減災災活活動動体体験験講講座座
　市では、ざま災害ボランティアネットワークとの相互提案
型協働事業として、災害時などに自ら考えて行動する力を養
成する体験講座を開催します。
○と　き　３月１０日（土）午前１０時～午後１時
○ところ　県立座間谷戸山公園東口広場
○対　象　「市民防災・減災講座ＡまたはＢコース」を修了
された方を主な対象としていますが、どなたでも参加可能

○参加費　無料
○申込方法　３月７日（水）までに直接担当へ

担当　　　　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

あの日を忘れない
３．１１東日本大震災

特特特特特特特特特特特 集集集集集集集集集集集

担当　　　　　　　　　　消防予防課　1０４６（２５６）２２１１　5０４６（２５６）３２２５

　統一標語『消したはず　決めつけないで　もう一度』
　市では、３月１日から７日まで、春の全国火災予防運動を実施します。
さらに、この期間中は、全国山火事防止運動、車両火災予防運動も併せて
実施されます。
　市消防本部のまとめでは、平成２３年中、市内で４８件の火災が発生し、４
人が負傷しています。
　市民の皆さんもこの機会に消火器や住宅用火災警報器の設置や取り扱い
などを確認し、火災予防を怠らないようにしましょう（下記参照）。
《予防運動期間中の主な行事》
◆市内巡回広報
◆住宅防火診断（市内各地域）
◆防火ポスター展（小・中学生）
　○と　き　３月１日～７日（土曜・日曜日を除く）
　○ところ　市役所１階市民ホール
◆街頭広報
　○と　き　３月１日（木）　
　○ところ　座間駅・相武台前駅

消火器事故を防ぎましょう

　古くなった消火器の破裂による人身事故が発生しています。消火器
には消火剤を噴出するために高い圧力でガスが充てんされていますの
で、消火器本体に腐食や変形・キズ、ホース部分に詰まりなどがある
と、破裂する可能性があります。半年に１度程度、目で見て点検しま
しょう。
　なお、消火器が古くなったり傷ついたりしている場合には、点検・
回収業者を紹介しています。詳しくは、担当にお問い合わせください。

春の全国火災予防運動

あの日を忘れない
３．１１東日本大震災

もしものときのために
水を用意してね

木木造造住住宅宅のの耐耐震震改改修修をを支支援援～～無無料料耐耐震震相相談談会会・・
耐耐震震診診断断やや耐耐震震改改修修工工事事のの費費用用補補助助

　市では、地震に強いまちづくりを進めるために、市民の木
造住宅の耐震化の取り組みに対し支援を行っています。
《無料耐震相談会》
　昭和５６年５月３１日以前に建築した一戸建ての住宅を対象に、
年に４回実施しています。来年度は次の日程を予定します。

○相談時間　約４５分
○相談員　神奈川県建築士事務所協会座間支部会員
○持ち物　受け付け後に市から送付された書類、確認申請な
どの図面（略図でも可）、建物状況が分かる写真など

○申込方法　実施日が近くなりましたら、広報ざまなどでお
知らせします。

《木造住宅の耐震診断や耐震改修工事の費用補助》
　申請者が所有し居住している昭和５６年５月３１日以前に在来
工法で建築された２階建て以下の木造住宅を対象に、耐震診
断や耐震改修工事費用の一部補助をしています。詳しくは担
当にお問い合わせください。
※市では、建築物の耐震診断や改修などについて、電話や訪
問などの勧誘はしていません。
担当　　　　建築住宅課　1０４６（２５２）７３９６　5０４６（２５５）３５５０

阪神・淡路大震災における救助者数の対比

担当　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５
5０４６（２５２）７７７３

担当　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５
5０４６（２５２）７７７３

大大大大大大大大大大大規規規規規規規規規規規模模模模模模模模模模模災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害想想想想想想想想想想想定定定定定定定定定定定訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練練
　担当　消防総務課　1０４６（２５６）２２１１

5０４６（２５６）２２１５

担当　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５
5０４６（２５２）７７７３

担当　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５
5０４６（２５２）７７７３

家家家家家家家家家家家具具具具具具具具具具具ののののののののののの転転転転転転転転転転転倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止
担当　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５

5０４６（２５２）７７７３

阪神・淡路大震災でけがをした人の原因

逃げようとした 
ときの転倒 ９％ 

落下した 
ガラス １０％ 

家具の転倒 
４９％ 

棚などの上からの 
落下物 １６％ 

その他 １６％ 

転倒防止金具を利用する

家具の下部の前方に板を
入れ、壁にもたれ気味に
おく

照明は鎖と金具を使って
数カ所とめて固定する

　建物が無事でも家具が転倒すると、その下敷きになってけ
がをしたり、室内が散乱することにより逃げ遅れたりする場
合があります。下図のように阪神・淡路大震災でけがをした
人の半数近くが家具の転倒によりけがをしています。家庭で
の被害を防ぎ、安全な逃げ道を確保するためにも、家具の転
倒・落下防止対策を実践しておきましょう。
・収納に工夫を
・置き方に工夫を
・照明器具の補強を
・耐震金具の利用を

あの震災から学ぶことあの震災から学ぶことあの震災から学ぶこと～自助・共助・公助～～～自自助助・・共共助助・・公公助助～～

　非常持出品は家族構
成を考えて必要な分だ
け用意し、避難時にす
ぐ取り出せる場所に保
管しておきましょう。
災害発生時に最初に持
ち出せる非常持出品
と、災害から復旧する
までの数日間を支える
非常備蓄品を分けて用
意しておきましょう。

□非常持出品
・懐中電灯、携帯ラジオ
・非常食・水
・貴重品・救急医薬品
・その他：ヘルメット（防災ずきん）、
上着、下着、タオル、軍手、紙の食器、
ライター（マッチ）、缶切り、栓抜き、
ろうそく、ナイフ、ビニール袋、ティ
ッシュ、ビニールシート、生理用品、
紙おむつ、ほ乳瓶など。

□非常備蓄品
・食品
・水
・燃料
・その他

非非非非非非非非非非非常常常常常常常常常常常持持持持持持持持持持持出出出出出出出出出出出品品品品品品品品品品品（（（（（（（（（（（備備備備備備備備備備備蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄品品品品品品品品品品品）））））））））））ををををををををををを準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備
担当　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５

5０４６（２５２）７７７３


